
2018年
12月29日号
NO1

　田島小学校3年生児童はプロの役者の指導のもと、本
格的に歌舞伎を学習しています。今年の演目は「菅原伝授
手習鑑　吉田社車曳の場」。菅原道真や藤原時平に仕え
る三つ子たちが登場する物語です。児童らは役者・義太夫
の他、鳴物・黒衣・小道具とそれぞれの役をこなし、表に出
ない役の大切さも経験しました。

　

　屋台歌舞伎保存会では昨年の新作「南山義民の碑～
検見祝いの場」と今年の新作「南山義民の碑～地蔵が辻
の場」を上演しました。検見（けみ）とはその年の年貢を決
めるために幕府より派遣される役人です。地蔵が辻では直
訴を決意する場面が上演され、保存会子供役者がその時
代の厳しい状況を楽しさも交え演じました。

　オペラでは大道具、小道具、衣裳と裏方も活
躍しました。スタッフは実行委員やチラシを見
て応募した方です。舞台で使う道具はすべて手
づくり！どんな道具や衣裳がいいのか、図書館
から本を借りて参考にしたり、古いドレスをリサ
イクルしたりと何度も話しあい作成しました。
　舞台バックの背景は、ポスターの絵を担当し
た掃部千鶴さんが中心となり製作。スタッフは
畳１０畳以上のキャンバスに絵を描いていきま
した。

　１１月２３日から奥会津博物館で藍染作品展が開催中
です。藍染体験講座は今年の夏に25期目を迎え、記念と
して講座生たちの作品が展示されています。
　今回の展示会では、生徒たちの作品だけでなく、藍染
の製造工程や道具の展示、さらに芳賀家常盤屋染物店
の大福帳も展示され、藍染の文化・歴史を見ることもでき
ます。展示は1月27日まで。

はじめての手づくりオペラ公演　12月2日　屋台歌舞伎特別舞台公演

奥会津博物館で藍染作品展

オペラ　裏方も活躍

道の駅たじま　トイレ大賞
　NPO法人日本トイレ研究所のトイレ人
大賞グランプリに道の駅田島が選ばれま
した。花を飾り来訪者の心を和ませる取
組が評価されました。

レオ先生の稽古 合唱の練習

お菓子の家の前で魔女と 子供達がダンスで登場

見栄をきるところが見所

車から出てくる時平

昨年と今年の新作

最後の大合唱　合唱団には演技もありました

三味線や義太夫も児童らが


